基準適合調査票－地区基準－都市景観形成地区－桜ヶ丘二丁目大正住宅博覧会地区

③景観計画区域における地区ごとの届出対象行為の制限に関する事項（都市景観形成地区－桜ヶ丘二丁目大正住宅博覧会地区）
	対象項目
	制限事項
	配慮した事項
	助言・指導（記入しないで下さい）
	協議結果（記入しないで下さい）

	建築物等
	戸建て専用住宅中心の落ち着いた低層のまちなみを保全していくため、また、歴史を感じることのできる建築物に配慮した、地区にふさわしい建築物の外観を創るため、次のとおり基準を定める。
	
	
	

	
	高さ
	建築物の高さは10メートル以下とする。
	
	
	

	
	配置
	建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から道路境界線及び隣地境界線までの距離は1メートル以上とする。ただし、用途地域が異なる区域との隣地境界についてはこの限りではない。
	
	
	

	
	外観
	環状の通り及び田村橋通りに建築物の顔を向けるとともに、緑豊かな落ち着いたまちなみとの調和に配慮する。
	
	
	

	土地利用
	地区のゆとりあるまちなみの重要な要素である、道路・街区の形状、敷地規模、まちなみに潤いをもたらす豊かな緑、石積み・側溝等をできる限り保全していくため、次のとおり基準を定める。
	
	
	

	
	敷地規模
	土地の区画は現状維持を基本とし、やむを得ず分割するときは建築物の敷地面積が概ね200平方メートル以上となるようにする。
	
	
	

	
	敷き際のしつらえ
	道路との境界部は現存する自然石による側溝、石積みの保全に努める。敷地の道路側は生け垣もしくは植栽を併設した塀又は柵などまちなみとの調和に配慮したものとする。
	
	
	

	
	植栽
	敷地内に現存する樹木など植栽はできるだけ保全し、敷地内の道路に面する部分にはできるだけ緑を多く確保する。
	
	
	

	
	駐車場
	駐車場は周囲と調和したデザインとする。
	
	
	


２．都市景観形成地区基準（条例第33条関係）への適合について（都市景観形成地区－桜ヶ丘二丁目大正住宅博覧会地区）
	対象項目
	制限事項
	配慮した事項
	助言・指導（記入しないで下さい）
	協議結果（記入しないで下さい）

	建築物等の用途に関する事項
	建築物の用途は戸建て専用住宅とする。ただし、公共公益上必要な建築物で、地域の景観や居住環境の維持向上に寄与するものはこの限りではない。
	
	
	

	広告物の表示等に関する事項
	屋外広告物は原則として掲出しない。
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